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　　　　　　　 第 1 章　緒
．
　 言

　妊娠及 び妊娠 中毒時 の肝機能並 び に 肝障宥に つ

い て は ， 古 くは Merletti1）
，
　 Sieber2）

，
　 Seitz3）

，

Gleiser4），　Leitzenberg5），
　Siege15〕

，
Walthard7 ）

，

Cantarow8），　Freiheitg）， 沢 田
10，

， 佐 々 木11）等 に

よ っ て 種々 と論議され た が ， 種 灯 の程度 に 肝機能

が 障害 されて い る こ とは 周知の 事実 で あり， 最近

で は Helleri2）
，
　 Schneider13），　 Dieckma 皿 n14 ），

穂永
15），渡辺

16）
， 久保 （健）17）， 久保 （博）1B）， 長

i内
丁9）

， 鉛橋
2G丿

， 飯 山
21）

， 星
2Z）

」 田代23）等 の業績 が

ある．然 る に 非特異的 コ リ ン 手 ス テ ラーゼ （以下

Ch −E と略す） の代表 ともい える血 清 Ch −E に つ

い て は 肝機能 を反 映す る酵素の
…

つ と して瀞床的

に もすで に 多数 の 研究 が行 わ れ て い る に 拘 らず産

婦 入科領域 で は 妊娠及 び妊娠 中毒症時 の 自律神経

系 との 関係 で研究 され て い る の み で ， 肝機能 を対

魚 として 血清 Ch −E 活性値測定 を行 っ た研究 は 極

め て 少 く石北 の 報告 をみ る の み で あ る．

　私 は妊娠 中毒症近 似の 病変 を起 さしめ た 犬 の 肝

機能検査 に Hesterin　e 宮崎24）25 ） 氏変法 で 血清

Ch −E 活性値 を測定 した結果 ， 殆 ん ど全例に他 の

肝機能検査 法 に よる成績 と平行 して活性値 の 減弱

を認 め た ．そ こ で 私は妊婦及び妊娠中毒症患者 で

も他 の 一連 の 肝機能検査 成績 に あ る程度平行 し

て ， 障害例で は血 清 Ch −E 活性値 が減弱 する の で

は な い か と考 え，他 の 肝機能検査 と同 時 に 血 清

Ch −E 活性値測定を行 っ た 。

　　　　　　　 第 2 章　実験方法

　早朝空腹時，正 「ド靜脈 よ り並L液凝固阻止 剤 を 用い る こ

とな く採血 した 後 ，
Bromsulphalein 　 tes し （以下 BSP

test と略す） を行 っ た．分離．血清で は 高 田反應，グ π

ス 反應 を行 うと共に 血清 Ch −E 活性 値， 血 清蛋白濃墜

を測定 した t 檢査法及び籾定法 は 先 に犬胎盤 多 糖俸様物

質 に よ る犬肝の 病変 に 関す る研究中に 発表した もの と全

くi
’
pl
− ve

あ る．夊 ， 尿 iliウロ ビ リ ン の 強 出 に は Schle−

si エlger 氏法 ｝こ よ り ， 　ウ ロ ビ リノ ーゲ ン ぴ）極簑出 1こ 1・ま Ehr −

］ich 試驗 を用 い た．

　　　　　　　 第 3 章 　実験成績

　 1．健康非妊婦の 肝機 能

　第 1表に 示す如 く， Et］機 能障害 の 無 い 健康婦 人 の 1血清

Ch・E 活性値 の 平均値ぽ 11．98：ヒL51 （標準偏差）で，

血清 蛋 白濃度は 8．2± 0．2（標準偏差 ）％，そ の 比 は 1．5

で あ っ た．血 清 Ch −E の 正 常範囲は 10’47− ”1．g．49 と

假定 し，そ の 範囲外 を異常値 と見做 すこ とに した。

　2。 正 常妊婦及び妊娠中毒症患者 の 肝機能

　正 常妊婦 及 び 晩 期 妊 娠 中毒 症 患 者 の 妊娠各月に 於けろ

肝機能は 第 2 〜 6表 に 示す如 く正 常妊娠初期及 び 中期で

は BSP 　test 高 田反應等 に は殆ん ど異常を認 め ず ， グ

ロ ス 反應は （
一

）〜 （± ）で ， 尿 ウ ロ ビ リン 反憑 強陽性

及 び 血清 Ch −E 活性値減弱を 来 た した も の が 妊娠初期

に稍々 多くみ られ た．

　正 常妊娠中期 に も尿 ウ P ビ リン 反應中等度陽性 を 示
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第 1 表 　健 康 非 妊婦 第 3 表 　正 常 妊 娠中 期
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し，血 清 Ch−E 活性値減弱を来 た した もの が ， わずか

乍 らみ られ た が ， こ の期 の 肝機能は 比較的安定 し て い る

もの と考 え ら れた．

　妊娠後期 に 入ると高田 反應陽性率は妊娠初 ・中期に 比

し ， わずか に増加す るが ， グ ロ ス 反應 ， 尿ウ ロ ビ リン 反

應陽性率 に変化を認 め な か つ た．然る に 血清 Ch −E 活

性値減弱率，殊 に BSP 　test 陽性 率は 急 に 増加 し ， 正

常妊娠後期 に肝機能が 急 に低下す る こ とが わ か っ た．

　妊妨i浮腫及び妊娠腎患者 「ご｝ま BSP 　test，高田反懸 ，

尿 ウ ロ ビ リン 反應 の 各陽性率， 血 清 Ch −E 活性給減弱

率は何れ も増加 し ， 正 常妊娠後期 よ りも更に 肝機能が 低

下す る こ と を確 め得 た．

　以 上 を 纒め て ，BSP 　test （十 ） 以 上 ，高田反應 （± ）

以 上 ，グ ロ ス 反應 （± ）以 上 ， ウ ロ ビ リ ン 強出 （十 ）以

上 ， ウ ロ ビ リノ ーゲ ン 檢 出 （升）以 上 ， 血清 Ch−E 活
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　血清 Ch −E 活性値は 妊娠 2 ・3 カ 月 に一旦 減弱 レ
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昭 手「【34年 12月　1　日
内　 田

伊

P

暢

その 後は妊娠 9 ヵ 月迄，健康非妊婦の そ れに比 し稍汝 低
い が 正常範囲内にあ り， 妊娠工0カ 月で再び 正 常範囲外に

減弱 し， 妊娠浮腫 ， 妊娠腎てtt，a一更 に減弱 した．

　血清蛋白濃度 は健康非妊婦 に 比 し，妊婦及び妊娠中毒

症患者で は 稀薄 とzaり・血清 Ch −E 活牲値 との 鷹 健

康非妊掃 ， 妊婦及び妊娠中毒症患者 との 間に大差を認め

ず，L4 τ〜1．73で．こ れ らを一括 して 第 1 圖に示 した．

　　第 1 図　血 清 Ch−E 活 性値 ， 」血清 蛋 白濃度 の

　　　増減 と そ れ 等 の 比 率
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第 4章 　総括及び考案

　健康非妊婦12各 正 常妊婦82名，妊娠中毒症患者24名

に BSP 　test，高田 反應 ， グ ロ ス 反應，尿 ウ ロ ビ リン 反

應 ， 血 清 Ch −E 活性値及び』血清蛋白濃度測定等 を 併せ

行 つ た。

　1．何等臨床症状を呈 し な い 正 常妊娠時では ， 初 ・巾

期に 比 し後期 に肝機能低下を来 た し ， 妊娠浮腫及び妊娠

腎患者で は更に低下 した．即 ち

　1。 BSP 　 test で は g　 Siegelは 正 常妊婦 （60例） で

は陽性者をみ な か っ た と報告 して い る が，Cantarow は

22・ ・5％ ・ Freiheit は正常妊娠10ヵ 月で15％ ， 久保 （博）

は 正 常 妊婦で 2臥 8％ ， 正常妊娠 iGカ 月の み を集 め れ ば

68．2％の 陽性率を，船橋ほ正常妊娠後期で53．3％ の 陽性

率を示す と発表 して い るが，私 の 実 驗 で は 正常妊娠釐期
では 61．8％の 腸性 率 を示 した． e／

　　妊娠 中毒症では久保 （博） は 100％陽性，船僑は妊娠

　浮腫 に 86．7％ の 陽性率を示 した とい うが ， 私の 実驗では

妊娠浮腫に75。0％ ， 妊娠腎に 87．5％の 陽性率を彖 した．

　　2・ グ ロ ス 反應 は 妊娠腎で （什 ），（丗）各 1 例を ， 他
は凡 て （一） か （±） を 示 し，鋭敏度 は BSP 　test に

比 し遙かに劣ると思われ る，之は船橋 の 発表 と一致 し，

　グ ロ ス 反應が鋭敏であ る とす る飯山の 発表 とは 異 な る．

　 3・　血 清 Ch−E 活性値 に っ い て は ，
　 Everett ＆ Sa ．

wyer2 弓
臆 白鼠を用い た実驗で妊娠末期 Oこ活性 が増加す

　る と述 べ ， Barnes± 7｝
は 正 常妊娠 で 明か に活性値の 減弱

を認め ， 妊娠中毒症でば更に減弱す る と述べ ，石塚
2的

は

妊娠初期に最も低 く妊娠宋期に 至 る程囘復す る とい Xs

清
29 ）

は妊娠後半期に減弱 し， 末期は最も減弱 す る と述 べ

て い る．こ れ ら の 実驗 は 生 物学的瞼査法に よ る もの であ

る が ， 肱岡
3°）

， 足立
Sl 〕

は Ammon の 方法 に 準 じ War ．
burg 檢圧計を用 い て 測定 し，妊娠 と共 に酵素活｛生は減
弱 し妊娠 8〜 9 ヵ 月に 最 も著明で ， 妊娠10ヵ 月に は 稍 々

囘復の 傾向を 認 め ． 妊娠中悉症では更に減弱 した と述べ

て い る．石北
32 ｝

は私 と同 じ く Hesterin ・宮購玩変法で
i血清 Ch −E 活性値を測定 し， 妊娠初期に減弱，妊娠中
期は囘傷 妊娠後期 に再 び減弱す る とし，ま た妊娠中毒

症では著明に減弱す るもの もあ るが，平均値は必ず し も

正 常妊娠 よ り減弱 す る とほ限らない と逋ぺ て い るが ， 私
の 実驗では ， 妊娠 2 ・8 カ 月 に一

旦減弱し，そ の 後は 正

常値を保 ち． 妊娠 9 ・10カ 月に 再 び減弱し ， 妊娠中毒症

では 更 に 減弱 す る結果 を得た．

　妊娠中毒症では浮種 を招来す る因子 と して ，水血 症 が

重要 な 役割を 演 じて い る こ とは勿論 ， 妊娠中の 水分代謝
の 問題で ・ 妊婦の 循黜 量増加に よ る水血症の 存在を考

慮し ・ tune・Ch −E 活性讎 淀 に 際 L，・Cbま，そ の 減弱が妊
娠及び妊娠 「隱 症の 肝障黜 こ よ る もの か ， 或 い は 血清稀

meこ よ る單な るみせ か け上の 減弱であ る もの か は 必 ず血

清 中の蛋 白濃度を測定するこ とで区別が 出来 るもの であ

る．．血清アル ブ ミ ン 中 に Ch −E が存在する こ と が 明 か

な 現 在・妊婦及 び 妊娠中毒症患者の 血清 Ch −E 活性 値

測定に滕し血清蛋白濃度を同時 に測定 した報告 を知 らな

い が ・私 の 実驗 で は 血 清 ChE 活性値 と 』血清蛋白濃度
との 比 が健康非妊婦・ 妊娠各期 の 妊婦及 び 妊娠中毒症患

者 との 間に於 い て大差 ない こ とか ら， 妊娠初期及 び 後 期

の 正 常妊婦 ， 更 に妊 娠 中 毒症患者 に 血清 Ch ・E 活 性値
が 減弱 す る と述べ る先人の 実驗に根據を與 え得 た もの と

信ずる．

　即 ち本酵素活性値測定 に よ る 肝機能檢査 で も妊娠後
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2104− 58 妊婦 及 び 妊 娠 中 毒 症 患 者 の 肝 機 能 と 血 清 ・ リ ソ エ ス テ ラ
ーゼ 活性値 日 産 婦 誌 11卷 ユ3号

期 ， 妊娠中毒症患者の肝機能 が 低下す る こ と が わ か つ

た ．

　翌．　 118例の 健康非妊婦，正常妊婦及び妊娠中毒症患

者 に 同時 ｝こ 行っ た肝機能檢査では

　1． BSP 　test （十） に 平行
・
して 血 清 Ch −E 活性値減

弱 を 来 た した 例 は 22例，
BSP 　 test （十）で血 渚 Ch −E

活 囲値 正 常の もの 2咽 ，血清 Ch −E 活性 値 に減弱 を 来 た

し BSP 　test （
一

）の もの 28例であつ た。

　2． 尿中 ウ ロ ビ リン 反應陽性 （即 ち ウ ロ ピ リン 檢出

（十），ウロ ビ リノ
ーゲ ン 臉出 （督）以上 ） で 血 清 Ch ・E

活性値減弱を 来 た した もの 38例，正常の もの 24例，血 清

Ch ．E 活性 値 に 減弱 を 来 た し 尿中ウ ロ ビ リン 反應陰性（即

ち ウ ロ ビ リン 檢出 （
一）， ウロ ビ リノ

ーゲ ン 臉出 （土 ） 〜

（十 ）の もの ）45例で あ っ た．

　3。　グ ロ ス 反懸 （± ） 以 土 で血清 Ch・E 活性値減弱を

来 た した もの 39例，グ ロ ス 反應 （
」 ＿1）以 上 で血 清 Ch ・E

活性値 が 正 常 の もの 23風 血 清 Ch −E 活性値＆弱 を 来

た しグ ロ ス 反應 が （
一
） で あ る も の 19例であっ た．

　　　　　　　　　　結　　論

　非妊婦 12名 ， 正常妊婦82名 ， 妊娠中毒症 患者24

名 に ，BSP 　tes七，高 田反応 ， グ ロ ス反応 ， 尿 ウ ロ

ビ リン 及 びウ ロ ビ リ ノ ーゲ ン 検出，血 清 Ch −E 活

性値及び血清蛋 白濃度測定等 を肝機能検査 法 とし

て 行 つ た が， そ の 成績 か ら正常妊娠初期及 び中期

で は肝機能は略 it正常範 囲内に あ り， 殊 に 中期 に

最 も安定性 をもつ て い るが ， 後期 で は機能低下 が

認 め られ た ．妊娠 中毒症患者で は そ の 障害度は 更

に 強 くな る こ とを確 め得た．血清 Ch −E 活 性値測

定 は 肝機能検査法 として 鋭敏で あ り， そ の 操作も

此較的簡單で 臨床的に 応用の 価値が充分に あ る も

の と考 え る。

稿 を 終 る に 臨み 御指導 御校 閲を 賜つ た 恩 師加 来 教 擾 に
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